
令和７年度 第１回 県居小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開催日時 令和７年５月９日（金） 10時 20分から 11時 30分まで 

２ 開催場所 県居小学校 会議室 

３ 出席委員 本多正明、早川大介、中村惠美子、稲垣 美世子、河村 惠子、仲道 有美 

４ 欠席委員 なし 

５ オブザーバー 県居協働センター 桐澤祐貴 

６ 学校支援コーディネーター 中根理恵 

７ 学 校  鈴木彰一（校長）、北村のぞみ（教頭）、中西啓介（教務主任）、石崎慶子（CSディレクター） 

８ 教育委員会 なし 

９ 傍 聴 者  なし 

10 会議録作成者 CSディレクター 石崎慶子 

 

11 会長の選出及び副会長の指名 

司会から、会長の選出について委員に意見を求めたところ、稲垣委員が挙手、全員異議なくこれを

承認した。また、その後、会長に選任された稲垣委員から、早川委員を副会長に指名する旨の報告が

あった。 

 

12 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、会長から本多委員を推挙する旨の発

言があり、全員異議なくこれを承認した。 

 

13 協議事項 

（１） 学校運営の基本方針について 

（２） 第 2回学校運営協議会の開催方法について 

（３） 夢育やらまいか事業 CS加算分に対する意見書について 

 

14 会議記録 

司会の北村教頭から、委員総数６人のうち６人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成

立している旨の報告があった。 

 

（１）学校運営の基本方針について 

議長の指示により、鈴木校長から、別紙資料に基づき、学校運営の基本方針についての説明

があった。説明を聞き、委員からは以下の発言があった。 

・児童の１日の流れや、発達学級との交流などを知りたい。（河村委員） 

→学校経営書に基づき、児童の学校での日課などについて説明があった。（中西教務主任） 

・部活動がなくなったことについて、大会はなくなっても学校としては続けると聞いた。（河村委員） 

→学校による。県居地区は地域クラブが充実している。（稲垣委員） 

→地域クラブとしては 5,6つあり、受け皿として人数も十分である。（本多委員） 

→やっているうちに好きになることもあるため、受け皿があるのは良い。（河村委員） 

・「キャリア教育」という言葉がたくさん出てきているが、「キャリア」には広い意味がある。言葉が独



り歩きしているように思える。具体的な説明が欲しい。（本多委員） 

→「将来キャリアを形成していく上で必要な力（かかわる力、見つめる力、挑戦する力、つなげる

力）を育てていく」ことを指している。以前より取り組んできていたことではあるが、ひとつひとつの行

事などにおいて、４つの力に結び付けることで、教師、児童ともに意識して進めている。（中西教務

主任） 

 

（２）第２回学校運営協議会の開催方法について 

 議長の指示により、中西教務主任から、別紙資料に基づき、第２回学校運営協議会の開催方

法について説明があった。説明を聞き、委員からは以下の発言があった。 

・昨年度、学年別に話し合いをした際には、その学年を中心に、地域の声を出して進めたが、学

年に関係なく熟議できるのは良い。（中村委員） 

・学校運営協議会にてアンケート結果を分析することは難しい。課題は教職員がある程度わかっ

ている。アンケート結果からの課題については教職員に挙げてもらい、その課題に対して学校運

営協議会で話し合いを開始するとこからのほうが良い。（本多委員） 

・アンケートの選択肢の文言を、曖昧ではなく、児童が選びやすいものにしたほうが、結果がリアル

に得られるのではないか。（中村委員） 

→あまり変えてしまうと、昨年までとの比較ができなくなってしまう。（本多委員） 

→あいさつが「相手に聞こえる声で」できている、など、具体的なものや、語尾だけの変更でよいと

思う。（中村委員） 

 

協議の結果、今回の意見を反映した上で、第２回学校運営協議会の開催方法について承認さ

れた。 

 

（３）夢育やらまいか事業 CS加算分に対する意見書について 

議長の指示により、北村教頭より、別紙資料に基づき、夢育やらまいか事業に対する意見書につ

いて説明があった。説明を聞き、委員からは以下の発言があった。 

・「地域の方による、体験的活動の支援や授業の講師」の「地域」とは、県居地区のことか。（河村

委員） 

→県居に限らず、浜松市から派遣してもらうこともある。（中西教務主任） 

・今年度から茶道の先生が変わる。県居小出身ではないはず。（稲垣委員） 

→それによって、意見書の文言が変わってくるので注意が必要。（本多委員） 

→確認しておく。（北村教頭） 

・講師はどうやって選ぶのか。（河村委員） 

→目的よって CS コーディネーターのほうで探すこともあれば、浜松市に依頼することもある。（本

多委員） 

 

協議の結果、今回の確認事項を反映した上で、意見書について承認された。 

 

 

その他報告事項等 

教頭から、次回会議は、令和７年７月３１日（木）１３時３０分から県居小学校音楽室で開催する

旨の連絡があった。 



 

学校支援コーディネーターの中根さんより、県居サポーターの活動報告があった。 

今年度は、図書以外についてはまだ活動実績はない。現在、募集や継続の確認を行っている。今

年度の予定についても現在、調査をしてまとめている。 

図書については、継続メンバーにより、読み聞かせ活動を４月に２回実施し、図書室前の掲示を運

動会の掲示に貼り替えた。 

今後については、図書ボランティアは昨年度と同様に毎週火曜日に読み聞かせ活動を行う。環境

ボランティアは昨年度と同様に、月に２回の掲示作成および、賀茂真淵記念館、県居協働センター、

年に３回の和歌の展示を行う。 

 

次回の議長について、年間を通じて本多委員に務めていただく旨が司会よりあり、全員異議なくこ

れを承認した。 

 


